
 

 

種名 

オ オ バ セ ン キ ュオ オ バ セ ン キ ュオ オ バ セ ン キ ュオ オ バ セ ン キ ュ ウウウウ    

Angelica genuflexaAngelica genuflexaAngelica genuflexaAngelica genuflexa    

 

分類 被子植物双子葉植物網セリ科 俗称  生活型 多年草 

分布 北海道、本州(中部以北)に分布する。 

形態 
茎は直立し、中空で高さ 80～150cm。葉は 1～2 回 3 出複葉で、羽片が下の方へそりかえる特徴があり、本種を見分

けるときのよい特徴となる。小葉は軟らかく、広披針形、または狭卵形で鋭尖頭、脈上と縁辺に細毛がある。 

類似種  

生息場所 山地帯の渓畔や湿地に生える。 

繁殖 
花期は 7～9 月、小散形花序は白色の小さな花が 30～50 個あつまってひらく。子房に細毛がある。 

果実は広披針形、長さ 4～5mm で毛はない。 

他生物との関係  

配慮のポイント  

引用文献： 『改訂新版 世界文化生物大図鑑 植物Ⅰ 双子葉植物』を改変 


